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内 容 梗 概

関西 力株式会社新本店に納入されたAXC-4Bクロスバ交換装置ほ,最終容量として加入者1,300回線,局

線140rrlI線,2線式私設中継線180回線,4線式私設中継線180回線を収容する大容量の構内電

ある｡

交換装置で

交換方式としては,共通制御方式を採梢し,2線式交換を行う4段接続形式のローカルステージと4線式交

換を行う2段接続形式のトールステージより構成され,そのほかに無恥-ト継台および脊種付滞装置を有-してい

るr二.本 置ほ単に規模が大きいi･£かりでなく,クロスバ交換機の特長を十分に発揮して,

能および付帯装置が付加されている｡本文でほその概要および特長について述べる｡

1.緒 言

関西電力株式会社新本店に納入されたAXC-4Bクロスバ交換装

置ほ,関西

店内相互の

所間の相互通

力株式会社の全 話回線網の中椙をなすもので,新本

交換ほもちろん,各支店,支社,常 所および発

も本交換装置を通して行われる｡したがって,本交

換装置の設計に当ってほ,運用上,保守上および交換機能上の総合

的な検討を行い,また将来に対する回線容量の増大,特殊機能の付

加などについても十分考慮が払われている｡このような考え方のも

とに,加入者同線およぴ2線式中継線を収容するローカルステージ

は, 々公社C3形クロスバ交換機を基本にした4段接続形式の交

換機を採用し,各支店,支社および発電所を結ぶマイクロ回線,搬

送回線ほ,2段接続形式のトールステージに収容し,無税大技続の

4線式交換を行い通 品質の向上を期した｡一刀事務 よお
レし
イ

びサービス向上の一環として,夜間における局線の簡易中継台への

転送により夜間番号の必要なくまたテープサービス,幹部秘書電話,

コールバック,不在加入者の転送など育種の特殊機能も付加し,構

内電話交換装置としての特長を十二分に発揮している｡保守に閲し

ても交換機の集中監視試験を行う 験架,加入者,中継線,ト

ランクの呼量および呼数を測定するトラフィック測定 置,および

交換機,市外Ii_11線などの級合監視を行う総合監視台を設け,トラブ

ルレコーダの併用によって極力保守の合理化を計っている｡本装置

はその規模において構内電話交換装置としては最大級のものであ

り,上記のほか,ダイヤルインパルスの蓄積変換もしくは再生送乱

他の独立会社との共同使用,代表番号機能などクロスバ交換機の特

長を生かした各種の機能も付加されている｡参考までに関西電力株

式会社の 話回線中継系統図を弟l図に示す｡

2.中 継 方 式

弟2図に本装置の中継方式を,弟1表に本装置に収厚される各種

中継線の内訳を示す｡2株式交換を行うローカルステージのライン

リンクフレーム(LLF)には加入者回線を,トランクリンクフレー

ム(TLF)にほ2線式私 中継線,各種トランクおよび発信レジス

タセソダ(ORS)が収容され,4線式交換を行うトールステージには

* 関西電力株式会社工務部通信課
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計上各種の特殊機

第1国 電 話 回 線 中 継 系統 図

第1表 私設線および局線レビーター覧表

回線数
種 別 信 号 形 式 回線監視 レビータ品名

実装l容量

備考

2Wl/C

2W O/G

2W B/W

2W B/W

2W B/W

2W B/W

2W B/W

2W B/W

2W O/G

2WI/C

2W B/W

2W B/W

2W B/W

2W】∋/W

2W B/W

4W B/W

4W B/W

直流ダイヤル方式

瓦流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

反流ダイヤル方式

在流ダイヤル方式

直流ダイヤル方式

リングダウソ方式

古流誘導イソパルス方式

誘導インパルス方式

誘導インパルス方式

誘導インパルス方式

音声周波ダイヤル方式

音声周波ダイヤル方式

両線監視

両線監視

両線監視

両線監視

両線監視

両線監視

AXD-22REP

AXD-23REP

AXD-24REP

AXD-25REP

AXD-26REP

AXD-27且EP

AXD-28REP

AXロー29REP

AXD-30rEP

AXl)-31REP

AXD-32REP

AXD-33REP

AXI-1REP

AXI-2REP

AXI-3REP

AXV-6REP

AXV-7REP

35

25

16

34

3

8

5

3

22

20

44

14

4

4

2

84

19

45

30

20

4()

3

18

5

3

0

0

5

3

0

4

4

6

1

線
線
線
向

局
局
局
方

▲4-

2方向

16方向

4方向
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番 記 一号 名 称 ■画
20

21

22

23

24

25

巨
27

28

29

l30

竪31
,

】32
33

34

l35
l36
l_37
l38

記号

IMTA

IMTB

IMTC

INFT

IOT

IRS

IRSL

IRSLMC

IRSTMC

JDF

LLF

LLFC

LLMC

LM

LMTRRC

MDF

MTF

NG

NGC

名称

インタマーカグループ

トランク

インタマーカプル【プ

トランク

インタマーカグループ

トランク

案内トランク

内線相互トラソク

入レジスタセソダ

入レジスタセノダ

入レジスタセソグロー
カルマーカコネクタ

入レジスタセソダトー

ルマーカコネクタ

ジャンクタ配線盤

ライソリンクフレーム

ライソリソクフレーム

コネタグ

ライソリンクマーカコ

ネクタ

ローーカルマーカ

ローカルマーカトラプ

ルレコーダコネクタ

木配線盤

駐中試験架

ナンパ∴一クループ

ナンバーグループコネ

クタ

l項番

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

l57

記 号

NSC

名 称

夜間受付台 1慧
.59

】60
l61
62

63

64

65

奏66

記号l
SSW

SUP

StJPT

SVT

TDF

TIM

TLF

TLFC

TM

名 称

二次スイッチ

絵合監視台

1

2

ABTA

ABTB

全話中トランク

全話■l]トランク

擬似発着両用レビータ

特殊共電リソク

NTEL

OG

OPCT

ORS

ORSLMC

ORSTMC

PFR

PL

PM

PMTRRC

PR

PRMC

PSW

RST

SC

SCRG

SD

SL

夜間電話機

発信専用レビータ

扱者呼出トランク

発信レジスタセソダ

発信レジスタセソダロ

-カルマーカコネクタ
窟高手ウ､ヌすセソダト

ールマーカコネクタ

障害記銀用さん孔磯

ポジショソリンク

ポジション′-マーカ

ポジ∵ン≡ソマーカトラ

プルレコ〉ダコネクタ

ポジシ′ヨニ/レミタスク

ポジニ/ヨソレジスタ･マ

-カコネクタ

総合監視台呼出トラン
ク

サービストランク

中継娘配線盤

タイマ

トランクリソクフレー

ム

トランクリン/クフレー

ムコネクタ

トール｢～-カ

トールマーカトラブル

レコーダコネクタ

トラブルレコーダコソ
トロ･一ラ

3

4

ABW

ACBL

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ALTA

ALTB

AMP

ATT

BW

CBL

CHFEXT

CHFIミG

CMPT

中継敏障害トラソク

中継鯨障害Iランク

増幅器

中継台

発着両用レビータ

コールノミッタリンク

幹部電話機

幹用電話装眉

障害受付トラソク

L~諒~TMTRRC

68

69

TRRCONT

TRSL トランスレータ

70 TRSLC
トランスレークコネク

タ

録音再生装置

試験トラソグ

4椀式発着両用レビー
タ

CON

DN

DNT

EXT

FC

IC

接続閉路

空荷号リレーグループ

空番号トラソク

内線電話機

フレームコネクタ

着信専用レビータ

一次スイッチ

制限サービストラソク

秘書電話

秘告電話装置

サービス台

セソダリソグ

71

72

73

TS

15

1(～

17

18

19

TSTT

4WBW

第2図 AXC-4Bク ロスバ交換機中継方式図
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4繰式私 中継線およびローカルステージと接続を行うインタマー

カグループトランク(IMTA,IMTB,IMTC)が収容される｡共通

制御装置としてほ,ローカルステージの交換按絞を行うローカルマ

ーカ(LM),トールステージの交換接続を行うトールマーカ(TM),

局線と無紐中継台の接続回路(CON)とを結ぶポジショソリンク

(PL)の制御を行うポジショソマーカ(PM)の3種類がある｡レジ

スタ関係の装置としては,共通にORS,入レi;スタセソダ(IRS)お

よび中継台から加入者を呼出すときに使用されるポジションレジス

タ(PR)がある｡

私設中継繰への送出イン′くルスは,すべて標準インパルスがこれ

らのレジスタセンダから再生送出されるので,タソデム中継の場合

でも接続がきわめて確実である｡また,将来20PPSおよびMF信

号の適用も可能なように設計されている｡ナンバーグループ(NG)

は1架に1,000端子を収容し,各1,000端子ごとに5回線代表25群

を有している｡出線方路の決定およぴORS,IRSの受信数字の

を行うトラソスレ一夕(TRSL)は,LMとTMに共通に使用され,
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第3図 ローカルフレーム構成図

第4図 トールフレーム構成図

また60単位さん孔機を使用したトラブルレコーダ(TRR)は3個の

マーカから起動される｡

局線中継台はすべて無紐式で,各事 所ごとに分れた一般中継台

と,幹部電話機よりの呼,局線の市外呼および一般中継台よりあふ

れた呼を取り扱うサービス台の2種類からなり,一段接続形式の

PLを通して,局線の発着信接続を行う｡

第3図にローカルステージのフレーム構成図を,弟4図にトール

ステージのフレーム構成図を示す｡ローカルフレームは,LLFと

TLFを1対1に対応させ,各LLFと各TLFとの間にほジャンク

タが適当に分配され,任意のLLF上の端子と任意のTLF上の端子

との間には,常に10本の独立した通話路,すなわち,

チャンネルが得られる｡ローカルフレームは,1フレ

ーム当り5フレームまでは発信リンクブロック率約

1/1,000で約1,600HCS,6フレーム以上の場合ほ約

1,400HCSの呼量を運ぶことができる｡したがって最

終10フレームの場合は約14,000HCSの呼量を運ぶこ

とができる｡なお本フレーム形式の 済的な適用範囲

ほ,加入者数百回線から3,000回線程度までである｡

トールフレームは一次スイッチ(PSW)と二次スイ

ッチ(SSW)の4緑2段接続形式で,中継線の入線ほ

PSWに,出線はSSWに収容する｡トールフレーム

とローカルフレームは,接続段数は,もちろんリンク

構成も根本的に異なっている｡すなわちローカルフレ

ームではチャンネルが10本であるが,トールフレーム

でほPSWの任意の格子とSSWの任意の格子との間

のチャンネルは常に1本でいわゆる,単リンク方式と

呼ばれるものである｡これに対してローカルフレーム

ほ,リンク形式上重リンク方式と呼ばれる｡単リンク

方式ほ,使用能

第42巻 第7号

の高い中継線の交換機として使用する場合,非常

に経済的である特長を持っている｡トールフレームの運びうる呼量

ほ,回線の使用能 によっても異なるが,本

り約1,300HCSで,

間の複式接続を行う｡

置でほ1フレーム当

2フレーム以上の場合,出線ほすべてフレーム

このように本装置の交換接続は,完全に2線式交換接続ステージ

と4線式交換接続ステージとにわかれ,両ステージを結合する

IMTA,IMTBおよびIMTCにハイブリッドコイルを集中して全

体の経済性を計っている｡

3.番 号 計 画

大阪地区(内線および市内中継繰で結ばれる北支店従局,南支店関

係)内は4数字の統一番号方式を採用し,ほかの私設中継線への発

信は,局番2数字または3数字で加入者番号は付加番号方式であ

る｡下記に本装置の番号付与の原則を示す｡

内線(本店,関

内線(近畿支社,大阪火力事務所)

内線(北支店)

市内中継線(北支店 局)

市内中継線(両支店関係)

局緑

扱者呼出(市外巾込)

扱者呼山(案内線)

扱者呼肘(サービス台呼出)

障告受付

テープサービス

市外線

2ⅩⅩⅩ

3ⅩⅩⅩ

41ⅩⅩ･一-43ⅩⅩ

44ⅩⅩ～49ⅩⅩ,40ⅩⅩ

5ⅩⅩⅩ

0

112

113

114

111

117

6Ⅹ,7Ⅹ,8Ⅹ,9Ⅹ,

61Ⅹ,71Ⅹ,91Ⅹ

4.トラフィック条件

トラフィック条件を下記に示す｡

4.1内線加入者総発着信呼量

7HCS(加入者当り)

内訳 内線相互通話:

対局線通話:

対 業用線通話:

4.2 市外中継線総発着呼量

実装5,998HCS

30%

25～30%

45～50%

市外J〟→市外′γ〝/ノノ灯
〟

-一環内～〟ノ軌
市外J〝-一門外J〟郎′/ガ【～7･鋤･門〕
ケ 1

巾内～〝肋
ウ

→市外イ〝ノ伽l-虎7†ノ那′1y◆J村〉
市内J〝一橋内?〝伽
9

→両界～〝旬万一
ぐ

→朽外イ〝′助知

フレーム内緒発着射㈲厘伊〟rJ

嘲J〝

内情_j伽
∠〝加如一物

瑚∬〟∬ 内線-J牧野郁J

内線→物
劫り加如~棚

珊花田〟打 内繰←勒〟〃

j勒〟仁J
l∴】■∴■

･ノ/`･■~

一-〟飢∬

∠彬ガ〟仁r

仰肌
劇睨摘鋸肌

内線一/耽憬ケ〝∬

内繰←J棚〟

〟畑

~1/物甜〃

一物此J
一服軌捌肌

ー･･/澗′Z躍備

朔ガ〟〃

:■∴ =

･
･

､､

10

瑚哩

細針←茂殉軌砿

う王:記載西軍ほ各ルーートの最大変動椅を示す

第5図 呼 量 ダ イ ヤ グ ラ ム

市外～招

市内～緑

局緑

屈碩中継台

一一儲鵜耕〟〃器而夕卜4綿
←瀦軌跡槻
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容量7,818HCS

内訳 大阪地区よ卜発信:

大阪地区へ着信:

市外 タ ンデム

市内 タ ンデム

ん3 通話保留時間

自局内相互通話: 6r)s

局 線 通 話:100s

用繰通 :150s

35～40%

35～40%

20､25′%

5%

杜 納 AXC-4B ク ロ ス バ 自 動 交 換 装 置

Jβ一♂ rβ-グ

743

第5図ほ呼量ダイヤグラムを示す〔)装置数の算出ほ最大変動率の

呼量で計算を行/-た｡

5.装置の構成

本装置の主要機器としてほ,すべてクロス/ミ 用便を品部 し,

一部にリレースイッチ,水銀接点リレー,トランジスタタイムユニ

ットなどを併用している｡また,装置ほ高さ2,735mmのクロスバ

第6図 装 置

■
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どβ-J

∬α〝

45

､

､

〃7㈲J

46

〟-♂

Cβ-7

〟r′ノ

56

､､､､

〟7F〔

58

〃-∫
､

第7図 機 械 配 置 図
○印ほ列監視信号装置の取付位置を示す｡

㊥印は列分配ヒューズ箱の取付位置を示す｡

13
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第42巻 第7号

第8図 機 械 宅 の
一

部

第9図 中 継 台

標準装置架に搭載され,台煩および付帯装置ほすべて鉄板製で,交

換操作および構造上特に考慮して設計されたものである｡本装置の

構成および実装を葬る図に示す｡弟7図に機械室および中継台室の

配置図を示す｡弟8,9図の写真は機械室の一部および中継台を示

す｡

占.電気的性能

使用電源,線路条件,絶縁抵抗,絶縁耐力および伝送諸量の規準

を,弟2～5表に示す｡また各種レジスタセソダのインパルス条件

を弟d表に示す｡

第2表 使

第3表 線 路 条 件

第4義 絶縁抵抗および絶縁耐力

第5表 伝 送 諸

第6表 各種レジスタセソダのイン/くルス条件

7.主要接続動作の概要

7.1発信音接続

発呼加入者が受 器をあげてORSに接続され,ORSから送出さ

れる発信音を聞くまでの接続である｡発信加入者が受話器をあげる

と,各加入者に対応しているラインリレーが動作して,ラインリソ

クマーカコソネクタ(LLMC)を通してLMを起動する｡LMほ起

動されるとORSを選択し,一方ラインリンクフレームコソネクタ

(LLFC)を通して発呼加入者の位置表示を受ける｡LMほLLFCお

よびトランクリンクフレームコソネクタ(TLFC)を通してチャンネ

ル選択を行ったのち,クロスバスイッチを動作させて発呼加入者と

ORSを接続する｡この接続途中においてLMは,通話線の混線･

地気･連続試験および二重接続試験を行う｡またLMは,発呼加入

者のサービスクラス,位置表示を,次の接続のために発信レジスタ

セソダマーカコソネクタ(ORSLMC)を通してORSに蓄積させる｡

接続が完了すればLMおよび制御用接続回路は復旧し,次の呼に備

える｡もしチャンネルが全話中であれば,LMほ一度捕捉したORS

を解放し,ほかのTLFに収容されているORSを再捕捉して接続

を進行させる｡この動作をリサイクルと呼ぷ｡リサイクルは,ほか

の接続段階においてもトランク選択の際,常に行われる｡以上の接

続に関係する装置間の関 ほ弟10図に示される｡

7.2 自局内接続

ORSにダイヤルが4数字蓄積されると,ORSはLMを起動して,

LMに被呼加入者番号と発呼加入者のLLF上の位置表示を送る｡

LMはナンバーグループコソネクタ(NGC)を通してNGを起動し,
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第11同 日 局 内 接 続

第12囲 2 繰出 rll継接続

被呼加入者番号を送れば,被呼加入者のLLF上の位置表示として

LMに送り返される｡一方LMは,IOTを選択してまず被呼加入

者と,IOTの被呼側を接続する｡次に発呼加入者とIOTの発呼側と

の接続が終了すれば,LM,ORSおよび各種コソネクタは復‖]し,

IOTより呼H信一弓づミ送H-‡される｡以上の接続に関係する装置間の関

第､ま l図に示される｡

7.3 2繰出中継接続

ORSに1～3数字の局番号が蓄積されると,ORSはLMを起動

する｡LMほ,ORSからの田中継接続表示により,TRSLを捕捉

して局番号を転 する｡TRSLからほ選択すべき山万路と受信数字

数の情報を受けとり,ただちにTRSLを開放する｡LMはTRSL

よりの恰卿こより,2線式レビータ(REP)を捕捉して発呼加入者と

接続する｡一方LMほREPとORSとの間をセソダリソク(SL)で

結び,イソ/くルスの送受の側路を作る｡SLの完結により,発呼加入

者とORSとの間の接続路は開放される｡ORSほLMよりの受信

数字数の情報により,イソパルスを全数字送旧したことを確認して

ただちに復旧する｡受信数字数が決まらない場合は,ORSは全数字

送出終了後タイミングで復旧する｡以上の接続に関係する装置間の

関連は弟12図に示される｡なお局線およびリソグダウン回線への

発信の場合は,SLを接続しないだけでその他の動作は上記とまった

く同様である｡

7.4 2繰入中継接続

2繰入中継線に着信があれば,ただちに人レジスタセンダリンク

(IRSL)を通してIRSが捕捉される｡IRSに加入者番号が蓄積され

ると,IRSはLMを起動し被呼加入者番号を送る｡接続動作ほ7･2

項の被呼加入者側の接続とほとんど同様であるが,入中継接続の場

合はREPが固定されているのが異なるだけである｡すなわちREP

のTLF上の収容位置の検帥もIRS,IRSLを通して行われる｡以

上の接続に関係する 関の間置装 図3第よ に示される｡

7.5 局線入中継接続

局線着信により扱者が応答すれば,PMが 動される｡PMは

PLを動作させることによって応答した接続回路(CON)に局線レピ

第13図 2 繰 入 中 継接続

747

第14図 局 線 入 中 継 接続

局線

第15図

一夕(REP)を接続する｡扱者は加入者を呼出すためにPRを捕捉し

て,加入者番号をPRに送る｡PRは加入者番号を受信するとただ

ちにLMを起動する｡LMほ応答したCONと被呼加入者とを接続

する｡LMの接続動作に関しては7.4項とほとんど同

上の接紋に関係する装置間の関 は第14図に示される｡

である｡以

7.る 4線出中継接続

弟15図に,関係する装置間の関連囲を示す｡LMでは,4線式私

設中継線への発信であれば,d.3項の動作接緋とまったく同様であ

るが,2線式中継線の代りにTMTAに接続する｡ただし,LMの

復旧の際,LMほORSにただちにTMを起動するように指令す

る｡そこでORSほLMの復旧の確認をしてTMを 動する｡TM

ほORSより局番号を受けとり,TRSLを起動して山方路の番号に

翻訳し,4線式中継線レビータを選択後IMTAに接続する｡加入

老ダイヤルは EXT-LLF-TLF-IMTApSLORS の 路で受信さ

れ,中継線にほORS-SL-IMTA-PSW-SSW-REPの経路でイソパ

ルスが送出される､J

7.7 4繰入中継接続

4線式人中継線に着信があれほ,ただちにIRSを起動してIRS

にイン/くルスが蓄積される｡IRSで4線式中継繰からの である

という表示を受信しているので,局番号受信終了後ただちにTMを

起動する｡TMでは加入者 信接続の ホにより,IMTBに接続

してIRSにLMを起動するように指令する｡IRSはTMの復旧を

確認してLMを起動し,LMに被呼加入者番号を送る｡IMTBと

被呼加入者とを接続する動作ほ7.4項の2繰入中継接続とまったく

同じである｡以上の接続に関係する装置間の関

れる｡

弟lる図に示さ
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16図 4 繰入 中継接続

第17岡 2解ト2緑タンデム接続

第18図 2線一4線タンデム接続

7.8 タンデム接続

タンデム接統には4種類あって,弟17図に2線¶2線タンデム

接続,策18図に2線→4繰タンデム按配,弟19図に4線-4線

タンデム接続,策20図に4 →2繰タンデム接続の系統図を示

す｡タンデム接続動作ほ,LLFに収容されている2緑式入中継線お

よぴIMTCの接続動作が異なるだけで,そのほかほ前 の各種接続

の組み合わせと考えればよい｡すなわちLLFに収容されている

REP,IMTCの収容位置は,IRSより特定の加入者番号の形で受け

ているので,LMほこの番号をNGにより翻訳して接続動作を行う

ようになっている｡またインパルスの送出ほ,必ずSLを通して行

われるが,4繰--4線タンデム接続のときのみIRSよりIRSLを通

して行われるのが異なっている｡

8.付帯装置および特殊模範

本交換装置にほ,クロスバ交換機の特長を生かした各種の付帯装

置が併設され,加入者サービスの向上をほじめ 用,保守の両に関

しても,きわめて合理的能率的に設計されている｡以下付帯

殊機能の概要について述べる｡

8.】局線中継台

中継台ほ扱者の交換操作が容易で,接続動作が迅速,確

ればならない｡本中継台は構造簡

置持

でなけ

優美であり,しかも扱者の操作

が容易なように構造上特に留意して設計されたスチール製の無紐式

16

第42巻 第7号

第19図 4線一4線タンデム接続

第20図 4線一2線タンデム接続

で,加入者呼出しの押ボタンほ,従来のロック形押ボタソを廃止し

てタッチの軽いノンロック形押ボタンを採用し,交換接続の迅速性

と相まって,操作がきわめて容易である｡中継台と局線ほ運用上,

たとえば,本店,近畿支店,北支店および関 の4群に独立し

て使用することも可能で,その場合,局線からの着信呼の台問転送

も自由にできるよう考慮されている｡また,局線番号照合には数字

表示管を使用して運用の便を計ってある｡

8.2 サービス台

サービス台は,一般中継台の機能のほかに,一般中継台から転送

された特殊呼の受付,特殊共電形式の幹部 機の交換接続,およ

び局線の1市外接続機能を有している｡したがって,サービス台は全

加入者に接続可能なようになっている｡

8.3 夜間受付台

夜間ほ局線中継台の交換手不在のため,夜間の局線からの着信は,

すべて夜間受付台にて処理される｡夜間受付台は,夜間宿直員詰所

などに設置され,当直員がこれを扱うことになるので,小形で操作

が簡単なようi･こ考慮されている｡また夜間受付の接続回路は,不在

の中継台の接続回路を切りかえて使用するので,非常に経済的に夜

間受付台を設置することができる｡弟2】図に夜間受付台の写真を

示す｡

8･4 幹部秘書電話装置

したものほ,幹部2人またほ5人に対して1人の秘書が

~｢■■ニ｣八

転~さ一十∴西軍
第21図 夜 間 受 付 台
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第22図 幹 部 話 機

拾23図 秘 受 付

封仁一1する場合に仙川される装吊で,幹邪魔.祈機と秘書受付台より構

成され,次のような機能を有している｡

i)幹都電話機からの発信は,電鍵操r国こより=動発信,サービ

ス台呼f-【1しおよび秘書受付呼出しの3穐類の接続が可能である｡

ii)秘書受付台からの発信ほ,一般加入者と同様な日動発信がで

きる｡

iii)局線中継点から幹邪電話機への着信ほ,必ず秘

たん応筈L,必掛こよさ)幹部電話機に転送される〔)

iv)局線中継台以外からの幹部

i■fl;電話機に着信する｡

Ⅴ)秘書が不在の 合は,秘

受付台で一一

請機への着信ほ.すべて直接幹

受付台の電鍵の操作によって,局

萩中綱点からの着信も直接幹部電詣機に接続させることもでき

る｡

vi)以上の接続のほかに,必要により幹部と秘書との間で押ボタ

ン操作により敏速に 終通話を行うこともできる｡

第22,23図の写真ほ,幹部電話機および秘書受付台を示す｡

8.5 集中試験装置

本交換装置の 験および監視ほ,すべて

の合郎化を計っている(つ集中

部の′プ兵を弟24図に示す｡

よび陣門監視,

験室に集中化して保守

3架より構成され,その--･

ま矧矧験 安換機の状態監胡ふ

験接続,加入者線路の試験,中継線路の武験など

すべての試験が訳儲碩て刊能である(｡試験接続は,必要時に各種の

装i｢■亡を指ぶして作意に発することができ,障11手記録機の読みと照合

して行えは非常に能率の良い保守が可能である.〕

臥d 障害記録機

共通制御式クロスバ交換機でほ,制御機能が集中化されているこ

とを利用して,交換機の陣醤,異常接続動作,試験呼の進行状況な

17
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第24図 集中試験装置
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第26｢窒1総 監 視

立

どの記録をさせることが容易である.｡木製聞で行っている障凡手己鎚

ほ,60単位のさん孔機を似J11したもので,その.漣録紙の一例を弟25

図に示す｡記銀紙のパターンはLM,TM,PMに共通で,最後に

障腎発 の月･日･時刻を自動的に記録する｡Lたがって障1J信己録

機の利用により,交換機障害の早期発描こ利用されるほか,異常呼,

試験呼の調査に役だてられる｡

8･7 総合監視台

総合監視台ほ,交換袈聞,無線装檻および儒外線の監視を結語し

て行うもので,保守老ほ常時本台にのみ馳在して竃謡泄1線網全休を

監視する考えカである｡Lたがって,試験室に設潤されている削1

試験基問および陣門.紐録装閏の併用によ 迅 ､つ適確な試験お

よび保`#カ拍J能である｡なお給付監視子｢には,緊′ニミ通話,打合わせ

通話のために通信相怜通.沼および通信i■機械所内通路通詔機能が付加l

されている｡策2る図に本千丁のニゾ真を′Jけ｡

8･8 トラフィック測定装置

今後の保Vのあり方としては,トラフィックに止二じで一一己-清機およ

び線路の増減を適確に行い,交換機の似川能率を1;■汀度に発揮させる

ことがおもな化動こなり,障ミ~1子修理という往事は従となるであろ

うしつこのためにはトラフィックデーターを正備に,はあくしなけれ

はならない｡本装置は1632端子のマルチジャックボード2組より構

成され 加入者レビータ,トランクの呼数および呼嵐の測定が容易

に行える｡すなわち,あらかじめプログラムされたパッチボードを

そう人することにより,簡単に任意の組み合わせの呼量の測定が可

能で,この測定結果に基いてトラフィックが平均化するように必要
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白岡 第42巻 第7号

箇J軒のジャンパの変更を行えばよい｡

8.9 テープサービス

トーキー装闘こあらかしめ録音された音声を次の各位の場合に再

′lこ送?lけることができるようになっている｡

i)空番号をダイヤルした場合

ii)中継税仝謂1j-一丁にそう過した場合

iii)一~ノル勺の仝中継線障チ銅こそう過した場′含

iv)長崎間通話を行/〕た場合

Ⅴ)夜間受付宥に常信が殺到し,=線よりの呼び=しに対して待

ら合わせとする場合

Vi)制限加入者が"0"またほ"00"をダイヤルした場合

Vii)``11Ⅹ"の特殊蘇り･サービスをダイヤルした場合

8･】0 不在加入者の転送

ある梢定の加入者が不在となるとき,あらかじめ小一;-～をしておけ

は NG柴の電鍵楳作により不在加入者への着信ほほかの相違加入

転都 ○る→し､.オさ

8.1】 コール/くック

持定加入者がん■ユとの前伝通証し1--,=線との通ぷ回線を保招Lたま

ま,電鍵模作Fこよりほかの内規加入者と打合わせ通.罰をすることが

できる｡打合来せ通話が終了すればさらに 鍵を操作することによ

り局線との通話にもどる｡内税加入者との打合わせ通話ほコールバ

ックリンク(CBL)を通して行われる｡

8.12 通話制限

必要あるときは電鍵操作によりフレームごとに任意に通話制限を

行うことができる｡

9. 結 言

以仁概優について ;,関西電ノJ株式去杜納AXC-4Bクロス

バ交横蟄紺モは,構内電.推ぬ慎畏閏の規模としてほ最大級のものであ

i).け恥)後の運川成掛こついては特に闘係ノノ拍iの注目を ～わている

現状であるり私設クロスバ交換機ほ,付梢怨滞拉)闘発とともi･こ,-序

務の能率化,サービス向上の一環として,ますます発根するもので

あり,今後什肝矧鞘こついてもさらに.調査検討を加えていく所存で

ある.｡

終りにのぞんで植々ご指や,ご援助をいただいた閲西電力株式会

社ならびに廿立製作所関係各位肥厚く感謝の息を表する次第であ

る｡
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日 立造船技報 No.1

◎かじ性能に及ほす船体伴流および船尾プロペラの影響に

ついて
-かじの流体ノJ学的研究(その5)-

◎木 製 構 造 の.設 計 資 料 作 成 に つ し■､て

木舶甲板の有効性について

◎計上ポlリノ火璧付料の強度およぴl彷ノく件の俳究

◎水 り｣燃焼 バ ー

ナ に よ る塩化カリl･1=1某装匠

◎/くルナ製亮㌢某躍における放射灘応用計測について

◎【】_､とB&W･f｣一 変 ピ ッ チ プロ ペ ラ の性能調査

右記につきまし∵てのご照会ほ下記発行所へ

お願いた1ノます√!

日立造船株式会社技 研究所
大阪市此花区桜島北之町




